
【アニコム家庭どうぶつコラム】

■ 罹患率罹患率罹患率罹患率のののの年齢推移年齢推移年齢推移年齢推移（（（（００００歳歳歳歳～～～～８８８８歳平均歳平均歳平均歳平均））））

「年齢を重ねると、病気になりやすい」ということばをよく耳にする。実際にどのような病気がどの程度増加していくのか、傷病

の大分類別に傾向を調査したところ、以下の４パターンが見られた。

①①①①加齢加齢加齢加齢にににに伴伴伴伴いいいい急激急激急激急激にににに罹患率罹患率罹患率罹患率がががが増加増加増加増加：：：：「内分泌疾患」など

②②②②全年齢全年齢全年齢全年齢をををを通通通通してしてしてして罹患率罹患率罹患率罹患率はははは高高高高いもののいもののいもののいものの、、、、加齢加齢加齢加齢によるによるによるによる上昇上昇上昇上昇はははは比較的緩比較的緩比較的緩比較的緩やかやかやかやか：：：：「耳の疾患」など

③③③③0000歳齢歳齢歳齢歳齢でででで最最最最もももも罹患率罹患率罹患率罹患率がががが高高高高くくくく、、、、1111歳歳歳歳をををを超超超超えるとえるとえるとえると減少減少減少減少しししし、、、、そのそのそのその後加齢後加齢後加齢後加齢にににに伴伴伴伴うううう変化変化変化変化なしなしなしなし：：：：「感染症」など

④④④④0000歳齢歳齢歳齢歳齢ではではではでは比較的比較的比較的比較的罹患率罹患率罹患率罹患率がががが高高高高くくくく、、、、成犬成犬成犬成犬でででで減少減少減少減少しししし、、、、再再再再びびびび加齢加齢加齢加齢とともにとともにとともにとともに増加増加増加増加：：：：「筋骨格系疾患」など

④については、0歳齢の成長期では骨折などの事故が起こりやすいこと、膝蓋骨脱臼や股関節形成不全など先天的な疾

患が現れやすいことから罹患率が高くなっていると考えられる。なお、加齢に伴う増加は生活習慣などの影響を受けること

が多い椎間板ヘルニアなどの発症が増えるためと考えられるが、いずれも今回の大分類における調査では推測の域をでな

いため、今後より詳細な調査で明らかとしていきたい。

加齢加齢加齢加齢とととと疾患疾患疾患疾患のののの関係関係関係関係はははは？？？？
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疾患疾患疾患疾患のののの年齢推移年齢推移年齢推移年齢推移にあわせたにあわせたにあわせたにあわせた
健康管理健康管理健康管理健康管理がががが大切大切大切大切ですですですです。。。。

※アニコム契約頭数に対して、当該疾病について１回以上の請求があった犬の割合を罹患率とした。

※ 2006/10/1～2007/9/30までの一年間に契約を開始した犬、227,876頭を調査

【罹患率の年齢推移 （0歳～8歳平均）】

　　【9．耳の疾患】
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9．耳の疾患

　　【15．感染症】

0.2%0.4%0.4%0.2%0.2%0.2%0.2%0.3%

2.0%

0.0%

0.5%

1.0%

1.5%

2.0%

2.5%

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳 8歳
年齢

罹患率

15．感染症

 　　【11．筋骨格系疾患】
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11．筋骨格系疾患

　　【14．内分泌疾患】
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